
災害にも強く健康にも資する断熱・太陽光住宅普及拡大事業

令和７年度 補助メニューの注意事項

助成対象 助成率・額（案） 要件（案）

高断熱窓
高断熱ドア

サイズ・性能に応じて定める額 上限130万円/戸
・国の省エネキャンペーン又は北海道財団の登録製品であること
・高断熱ドアの熱貫流率は２．３W/m²・K以下

【1枚当たりの助成単価（1/3相当額）】

・管理組合による全体改修の場合、助成単価を割増（1.2倍）
・断熱防犯窓を設置した場合、当該窓の助成単価を割増（2.5倍）

①既存住宅における省エネ改修促進事業

グレード(Uw) 大 中 小

P (1.1以下) 53,000円 36,000円 23,000円

S (1.5以下) 43,000円 29,000円 18,000円

A (1.9以下) 17,000円 12,000円 8,000円

B (2.3以下) 11,000円 9,000円 7,000円

・内窓設置 ・外窓交換（はつり工法、カバー工法）

グレード 大 中 小

P 110,000円 81,000円 54,000円

S 99,000円 73,000円 49,000円

A 78,000円 58,000円 38,000円

B（※） 52,000円 38,000円 25,000円

・ドア交換

グレード 助成単価

P 110,000円

S 99,000円

A 78,000円

B 52,000円

・ガラス交換

グレード（※） 大 中 小

P 36,000円 22,000円 7,000円

S 24,000円 16,000円 4,000円

A 20,000円 12,000円 3,000円

B 13,000円 8,000円 2,000円

拡充

見直し

【変更点】・国の省エネキャンペーン2025と同様に、サイズ・性能に応じた単価制に変更
・高断熱窓と高断熱ドアを合わせた上限額を設定
・高断熱ドアの性能要件を２．３W/m²・Kに引き上げ

※防火仕様の場合は2.9W/m²・K以下

※サッシ素材と合わせた性能

令和７年第一回都議会定例会で予算案が可決・成立
した場合に確定しますので、ご留意ください。



②熱と電気の有効利用促進事業

助成対象 要件（案）

エコキュート

エコキュート：トップランナー制度2025年度目標値

ハイブリッド給湯器 日本ガス石油機器工業会の規格（JGKAS A705）で、年間給湯効率が108％以上

【変更点】・国の省エネキャンペーン2025と同様に、単価制に変更
・エコキュートの性能要件は、トップランナー基準に変更

想定世帯 貯湯缶数 貯湯容量 仕様
エネルギー
消費効率

A
少人数 － －

寒冷地仕様以外のもの 3.0

B 寒冷地仕様 2.7

C

標準

一缶

320リットル未満
寒冷地仕様以外のもの 3.1

D 寒冷地仕様 2.7

E 320リットル以上
550リットル未満

寒冷地仕様以外のもの 3.5

F 寒冷地仕様 2.9

G
550リットル以上

寒冷地仕様以外のもの 3.2

H 寒冷地仕様 2.7

I
多缶 －

寒冷地仕様以外のもの 3.0

J 寒冷地仕様 2.7

見直し

災害にも強く健康にも資する断熱・太陽光住宅普及拡大事業

令和７年度 補助メニューの注意事項
令和７年第一回都議会定例会で予算案が可決・成立
した場合に確定しますので、ご留意ください。


	スライド 1
	スライド 2

